
健康づくり推進事業功労者表彰2/15
　多年にわたる地域公衆衛生活動及び歯科保健活動の功績が認められ、県知事及び保健福祉部長から感謝状が贈
られました。

宮田　弘之先生　（歯科保健活動）鈴木　邦彦先生　（公衆衛生活動）

知事賞 保健福祉部長賞

イオン常陸大宮店

献血功労者表彰（団体の部）2/15
　多年にわたり継続して献血事業に貢献したことが認められ、県知事及び日本赤十字社茨城県支部長から感謝状
が贈られました。

大川精螺工業労働組合

髙橋　　健先生　（歯科保健活動）河井　俊美先生　（歯科保健活動）

知事賞 保健福祉部長賞

▲父の雅之さんと結菜さん

▲おめでとうございます

▲左から筑波銀行菅原支店長、ひたち農園木村課長
　根本社長、常陸大宮高校坂本校長、生徒代表白土さん

親
お や も り う た

守詩全国大会で受賞

自治功労者表彰

常陸大宮高校に寄贈2/8

2/9

2/15
　第 5 回親守詩全国大会の表彰式が東京で行われ、
山方保育所さくら組の大津結菜さん（6 歳）が連歌
部門で佳作を受賞しました。
　親守詩とは、子どもが親を思って作る詩で、作文・
詩部門、定型詩部門、連歌部門があり、今回は、「親の絆・
親への感謝」をテーマに全国から約 9 万点の応募が
ありました。受賞した連歌部門は、子どもが上の句（五・
七・五）、親が下の句（七・七）をつくる形式です。

　市の発展に貢献された功績が顕著であった方々を
称える、「県市長会民間自治功労者表彰式」が開催
され、本市から石井てる子さん（家和楽）が受賞さ
れました。石井さんは、市更生保護女性会会長を務
められ、現在も顧問として活躍。市交通安全母の会
連絡協議会会長としても長年にわたり交通安全事業
の向上に多大な貢献をされました。現在も、様々な
地域活動において活躍されています。

　市内の株式会社ひたち農園が、常陸大宮高校にエアープ
ラズマ切断機を寄贈しました。これは、筑波銀行の寄贈型
私募債、地域の未来応援債を利用して寄贈されたものです。
　株式会社ひたち農園には、常陸大宮高校の卒業生
が多く在籍し活躍されているそうで、その縁から常
陸大宮高校への寄贈となりました。
　常陸大宮高校機械科はこれまでにも、小舟富士山
頂などに眺望図や木製ベンチを製作し設置しまし
た。これらの活動を県の工業高校課題研究発表会で
も発表し、高い評価を受けたそうです。
　今後も学科の特色を生かしながら、地域と連携し
活躍されることが期待されます。

受賞作品
（子）寝る前に　お疲れパパの　肩もみもみ
（親）君の御褒美　ビールより効く

行政組織機構の一部見直しについて
　介護予防事業の一層の強化・充実を図るととも
に、高齢者福祉に係る多様なニーズに的確に対応
するため、今年 4 月 1 日から次のとおり保健福祉
部介護高齢課の組織・名称を改めます。

■問い合わせ■
　総務課庶務・法制グループ　☎ 52-1111（内線 318）

（前） 介護高齢課 介護・高齢者福祉Ｇ

（課名称変更）

（後） 長寿福祉課

介護保険Ｇ

高齢者支援Ｇ
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▲パネルディスカッションの様子

茨城大学地域史シンポジウム1/28
　茨城大学で第 13 回茨城大学人文社会科学部地域史
シンポジウム「異説？新説！佐竹一族」が開催され、
佐竹氏研究を代表する 6 人の講師による研究報告が行
われました。本市に関わる部分では、高橋修氏（茨城
大学教授）が金砂合戦を契機とした佐竹氏の抵抗戦を

「常陸奥郡十年戦争」として把握すべきという論説を
提示したほか、山縣創明氏（水戸第一高等学校教諭）は、
部垂の乱を佐竹氏が戦国大名化する画期となった戦い
であると評価しました。

　シンポジウムでは 600 人を超える来場者数を記録
し、大きな注目を集めました。報告を行った佐々木氏、
高橋氏、山縣氏、森木氏の 4 人は本市の市史編さん委
員会古代・中世史部会員として活動していることもあ
り、最新の研究成果をもとに編さんする『常陸大宮市
史』も同様に注目されることになるでしょう。本市の
新たな歴史を解明する、大きな意義のあるシンポジウ
ムとなりました。

▲三次市長と菊池大宮警察署長

▲報告をする高橋氏

▲協定書を交わす三次市長と永井校長

災害時の協定を締結しました1/31
　大子町の茨城県立大子特別支援学校と障がい者等の
避難所として、災害時における福祉難所等の施設運営
に関する協定を締結しました。
　この協定は、大規模災害時に、一般の避難所では生
活に支障があり、特別な配慮を必要とする障がい者と
その家族が安心して避難生活を送ることができる避難
先として協定を締結するものです。
　また、大宮警察署と災害時における施設使用に関す
る協定を締結しました。

　この協定は、大規模災害時に大宮警察署の庁舎が被
害を受け使用できなくなった場合、本市の人命救助、
交通規制、防犯など治安維持が保てなくなる可能性が
あり、災害対応業務にも大きな悪影響を与えます。こ
のようなことから、大宮警察署の庁舎が被災した場合、
本市の施設の一部を大宮警察署の代替施設として使用
し、警察機能を保持することを目的として協定を締結
しました。

▲綺麗になったグランドは気持ちいいね！

▲説明をする早川さん（左）と熱心に聞く児童たち

▲前列左から神長さん、古室さん、石川さん
　後列左から小野さん、大越さん

▲移動市長室の様子

感謝の気持ちでごみ拾い

上野小児童社会科見学

第５回いばらきっ子郷土検定県大会

移動市長室

2/3

2/8

2/3

2月

　常陸大宮リトルリーグ（会長：菊池勝雄）では、
鷹巣多目的グランド周辺のごみ拾いを行いました。
　常陸大宮リトルリーグは、毎週土曜日と日曜日に
鷹巣多目的グランドで練習をしており、施設への感
謝の気持ちを込めて実施したものです。
　当日は、子どもたちだけでなく、保護者も参加し、
空き缶やペットボトル、ごみの回収を行いました。
今後も月 1 回程度、定期的に行う予定です。新入団
員の募集もしていますので、野球大好きなお子さん
の参加をお待ちしています。

　市立上野小学校の 3 年生 28 人が、社会科見学の
授業の一環で、市内の観光農園いちご BOX（下村田）
を訪れ、いちごの栽培について学びました。
　初めに、いちごの実が成るまでの苗の生育等につ
いて説明を受けた後、ハウス内を歩きながら、いち
ごの葉や実を観察しました。
　児童からは、「美味しいいちごの見分け方」や「一
番大変な作業は」など活発な質問があり、たくさん
のことを学んだようでした。

　茨城県にまつわる歴史や地理、産業などの知識を
競い合う、第５回いばらきっ子郷土検定県大会が県
民文化センターで開催され、各市町村代表 44 校と
国県私立の代表 1 校の計 45 校が出場し熱戦が繰り
広げられました。本市からは市の大会を勝ち抜いた
御前山中学校の代表生徒 5 人が出場。熱気あふれる
応援もあり、準決勝戦を制した 3 校による決勝戦に
進出し、激戦の結果、見事第 3 位の成績を収めまし
た。

　市長が市民の皆さんと、まちづくりや市政につい
て直接対話する「移動市長室」を、2 月 6・8・23
日の 3 日間、市内 6 会場で開設し 48 人の参加があ
りました。
　参加した市民の皆さんからは、道路整備、防災対
策、子育て支援、少子高齢化問題等について、貴重
な意見が出されました。

市民の方からまちのできごと
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教員委員会で事業等を点検・評価12/21
2/9

　市教育委員会では、地方教育行政の組織及び運営に
関する法律に基づき、教育委員会に関する事務の管理
及び執行状況の点検・評価を行っています。
　評価委員として、茨城大学人文社会科学部教授の西
野由希子氏、元県職員の新家洋一氏・武藤賢治氏の 3
人に委嘱し、平成 28 年度の活動状況及び実施した事
務事業のうち 8 事業について、点検・評価を実施いた
しました。
　その結果、教育委員会会議の開催状況、協議、報告
等は適正に執行されているとの意見が出されました。
点検評価対象の 8 事業については、「拡充」4 事業、「現
行どおり」4 事業と評価されました。
　「拡充」と評価された事業のうち、「学校支援地域本
部事業」では、地域と学校の連携・協働は、青少年を
めぐる様々な課題の解決にも資するものと考えられ、
また、本市が掲げる郷育立市の実現にも寄与し効果が
高いものと判断されるため拡充すべきとの意見が出さ
れました。

　また、「泉坂下遺跡保存事業」では、市民、県民の
ためにも拡充すべき事業であり、施設整備や息の長い
調査研究体制を整える必要があるとの意見が出されま
した。その他の意見等については、市ホームページを
ご覧ください。
　市教育委員会では、今後も毎年教育行政点検評価を
実施し、教育委員会活動の透明性を高め、市民の方か
ら信頼される教育行政を推進していきます。

　「常陸大宮市のお宝発見事業」第 5 回を、24 人の参
加のもと実施しました。
　今回は、山方地域にあるパークアルカディアで様々
な体験をしました。
　初めに、プラネタリウムで映画「山崎直子宇宙飛行
士のスペース・アカデミー」を鑑賞し、宇宙への興味
を深めました。
　その後は、ピザ作りに挑戦。生地を伸ばしてトッピン
グをし、ドラム缶の窯で焼いて完成。参加者からは、「自

分で作ったピザは美味しかった」との声が聞かれました。
　午後は、ウォークラリーを実施。班の仲間やボラン
ティアの茨城大学生と協力し、クイズを解きながら会
場内をまわることで、いろいろな遊具や施設があるこ
とが分かったようでした。
　子ども達は、市内には様々な楽しい体験ができる場
所があることを知って、また 1 つ本市の魅力を発見し
た様子でした。

▲ピザ作り楽しかったかな？

お宝発見事業2/10

　毎回、常陸大宮市
の 様 々 な 場 所 に 赴
き、いろいろな体験
ができるので、ボラ
ンティアとして参加
している私自身もと
ても楽しみにしてい
る活動です。

　今回も楽しい活動に目を輝かせる子どもたちの
姿がたくさん見られました。
　小学生の頃から自分が住むまちの魅力に実際に
触れることができる子どもたちを羨ましく思います。

参加したボランティアの声

茨城大学 1 年子どもふれあい隊
立花 日菜

▲泉坂下遺跡シンポジウム

▲大会の様子 ▲左から三次市長、坂本さん、木村さん、相田さん

教育振興大会

伝統技術・技法を未来へ繋ぐ「茨城県伝統工芸士」

民生委員児童委員が変更になりました2/15

2/20

3月
　緒川総合センターで「平成 29 年度常陸大宮市教
育振興大会」が開催されました。この大会は、本市
の教育の振興・発展に寄与された個人や団体に感謝
状などを贈り、郷土を愛する心を育む郷育立市をさ
らに推進することを目的としています。この日は、
100 を超える団体・個人に表彰状と感謝状を贈呈し
ました。またアトラクションでは、上野小学校 2 年
の根本あおいさんの朗読発表や、山方小学校 6 年の
佐藤慶之介さんの作文発表などが披露され、たくさ
んの歓声と拍手があがっていました。

　地区担当の民生委員児童委員に変更がありました
ので、お知らせします。� （敬称略）

担当者 担当地区
坂本　邦夫
☎５２－１７５０ 大宮地区（宇留野圷全域）

木村　順子
☎５７－９０１６ 山方地区（盛金（岡平・桧沢口））
相田　悦夫
☎５６－２５０７ 緒川地区（上小瀬（川西））

任期：平成 30 年 3 月 1 日～平成 31 年 11 月 30 日

　茨城県には、地域の風土と暮らしの中で育まれ受け
継がれてきた伝統工芸品が数多くあります。（県伝統
工芸品の指定数：41 品目）
　これら伝統工芸品の技術、技法を次代に引き継いでいくため、
その製造に長年従事され、優れた技術を持つ方を茨城県伝統
工芸士として認定する制度を、今年度新たに創設しました。
　茨城県伝統工芸士審査委員会（委員長：金子賢治陶
芸美術館長）の意見を踏まえ、28 人の製造者を初の
伝統工芸士として認定。

　本市からは、2 人が茨城県伝統工芸士に認定され、
認定書交付式が県庁で行われました。
　認定されたのは、指定工芸品である「西ノ内和紙」
の製造に従事している、菊池浩さん（五介和紙）と菊
池大輔さん（紙のさと）です。
　お二人は、紙漉き体験などを通じ、技術や技法など
広く普及活動を行うとともに、市内小中学校の卒業証
書の作成やメディア等への出演など、伝統工芸品に対
する認識を広める活動を行っています。

▲菊池　浩さん（五介和紙） ▲菊池大輔さん（紙のさと）
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▲素晴らしい演奏でした

▲大きな羽の前に立つ講師の寺門由紀さん

▲製作の方法を熱心に聞くママたち

▲大宮会場の様子

▲スカイプで盛り上がる会場

ミュージックフェスティバル 美和小学校でワークショップ　～アーティスト発掘推進事業～

バルーンアート

議会報告会

友好都市市民交流

2/18 3/2

2/22

2/20

2/23

　市内の中学校と高等学校が参加して、第 10 回ミュージッ
クフェスティバルが市文化センターで開催されました。
　講師に水戸女子高等学校吹奏楽部指揮者の木村達
也先生をお迎えし、第 1 部ではそれぞれの学校のサ
ウンドを披露しました。第 2 部では中学 1 年生合同
バンド、木村先生指揮で中学 2 年生合同バンドの演
奏がありました。また、アトラクションとして県立大
洗高校マーチングバンド部「BLUE-HAWKS」の華
麗なマーチングバンドが発表されました。演奏が終
わるたび、会場から大きな拍手が贈られていました。

　本市在住の画家寺門由紀さんを講師に招き、美和小
学校でソフトパステル（通常のクレヨンより油分の少
ないもの）を使った絵のワークショップが開催されま
した。
　5 年生と 6 年生 32 人が参加し、始めにパステルの
使い方や描き方の基本を学び、それぞれの作品を制作
しました。
　児童達は、初めて扱うソフトパステルに最初は戸

惑っていましたが、すぐに慣れ、それぞれの個性溢れ
る素晴らしい作品が出来あがりました。
　その後、全体作品として、しずく型に切った画用紙
に好きな模様を描いてボードに貼り付けて大きな羽を
つくり、それをバックにしてひとりずつ記念撮影をし
ました。
　6 年生にとっては、小学校最後の良い思い出になっ
たようです。

　総合保健福祉センターかがやきで、金澤恵美子さ
んを講師に迎えバルーンアート講座を行いました。
　金澤講師は、県内でリトミックを中心としたレク
リェーション等の活動をしています。
　今回は、1 歳から 3 歳まで 8 組の親子が参加しま
した。
　ママが一生懸命作った風船の動物たちに子ども達
は大はしゃぎ。親子で楽しいひと時が過ごせたよう
です。

　市議会では、議員自らが地域に出向き、議会活動の
状況を報告するとともに、貴重な意見を直接聞き、意
見を交換する場として、議会報告会を開催しています。
　この日は、市内 2 会場（大宮・御前山）で、同時刻
に同じ内容で開催され、計71人の市民の皆さんが参加。
　市民の皆さんからは、「議員はもっと地域に出向
いて話を聞いて欲しい」などの要望があり、また、
小学校の通学路の問題、駅周辺整備、イノシシの駆
除対策や人口減少対策などについて、活発に意見交
換されました。

　へたれ侍プロジェクト実行委員会による、友好都市の秋
田県大館市商工会議所の有志との交流会（第 6 回日本酒会）
が開催されました。
　市内初の試みとして、インターネットのスカイプ（テレビ
電話）で両市の会場を繋ぎ、郷土品や両市特産料理の紹介
と試食、経済の話や歴史の情報交換などが行われ、有意義
なひとときとなりました。
　常陸大宮市・大館市友好都市推進協議会では、両市資源
を活かした産品開発を行っていて、今回の取組では、比内
地鶏に関する取組を支援するため材料提供を行いました。
　今後も様々な分野で広がる友好都市交流が期待されます。

▲楽しく滑れたかな？

スキーやスノーボードは子どもの自律性の発達に適した自然体験

　1 月 5 日スキー・スノーボード教室（主催：山方体協）
が開催され、大人を含む 62 人が参加しました。
　スキー場では天候にも恵まれ、山方スキークラブの
公認指導員から指導を受け、初心者でもリフトに乗っ
て滑れるまでに上達しました。
　スキーやスノーボードは、常に自分の意志によって
次の行動を決める必要があり、試行錯誤も連続します。
自分で考え、工夫して乗り越えようとする自己決定と
課題をクリアした時の達成感。これらは子どもの自律
性の発達に高い影響力を及ぼします。

　また、スキーやスノーボード体験をとおして、自分
の成長を実感しやすいため、積極的になる傾向もあり、
意欲を持って物事に取り組む姿勢を身に付けることも
できます。
　子ども達は、貴重な自然体験の中から自律性を発達
させ、また、友達や親子で同じ体験をすることでお互
いのつながりを感じ、豊かな関係を築くことが出来た
のではないでしょうか。

（文：三次弘史）

▲いろんな作品が仕上がりました！

▲みんなで記念撮影

寄稿がありました
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第 13 回　常陸大宮駅伝大会第 13 回　常陸大宮駅伝大会
　2 月 4 日、第 13 回常陸大宮駅伝大会が開催されました。大会は 3 つの部門に分かれ、午前 9 時 45 分に小学校
低学年の部からスタート。小学生は大宮運動公園周回コース、中学生・女子・一般の部は大宮地域内の全長 20.2
㎞を 7 区間に分けて走りました。選手たちはたくさんの声援を受け、健脚を競い合いました。

▲中学生・女子・一般の部 ▲ 白バイの先導。沿道からたくさんの声援を
受けました

▲小学生低学年の部スタート！

▲選手宣誓

【大会結果】
部門 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位

小学
低学年

男子 常陸大宮リトル B 山方小学校 近藤クラブ A キッカーズⅣ チーム WEST 横堀小男子 B
女子 横堀小女子 C 常陸大宮陸上 D 幸久小 リトル 5 常陸大宮陸上 E －

小学
高学年

男子 山方南小 6 年 旭東小学校 A 園部小 常陸大宮リトル A 近藤クラブ A 幸久小
女子 山方南小 5・6 年 横堀小女子 A 美和ファイターズ 近藤クラブ 旭東小学校 久米ガールズ

中学
男子

Ⅰ 水府中学校 峰山中学校 中郷中駅伝部 A 金砂郷中学校 大宮二中選抜男子 太田中 A
Ⅱ 明峰中野球部 A 明峰中サッカー部 御前山中野球部 大宮二中野球部 山方中混合 C 大宮二中剣道部

女子
Ⅰ 中郷中女子 A 峰山中学校 中郷中女子 B 金砂郷中学校 大宮二中選抜女子 太田中 A
Ⅱ 山方中混合 山方中テニス部 A 御前山中合同 A 御前山中合同 B 大宮二中テニス部 明峰中排球部

一般
Ⅰ 常陸大宮消防 A 世喜体協 A 村石体協 常陸大宮消防 B カバヤ食品 大場体協 A
Ⅱ 我流 AC-B 佐竹高等学校 我流 AC-A 下小川走友会 Rev. 佐竹 四倉一家 B

【小学生の部 低学年 区間賞】（全長 4.2km） （敬称略）
部門

区間等 男子 女子

1 区
（1km）

川又　大知
（チーム WEST）

海老澤　詢子
（横堀小女子 C）

タイム 3‘38 3‘57

2 区
（0.8km）

後藤　陽心
（常陸大宮リトル B）

鈴木　凜
（常陸大宮陸上 D）

タイム ※ 2‘49 3‘10

3 区
（0.8km）

木村　祐介
（山方小学校）

會澤　心菜
（常陸大宮陸上 D）

タイム ※ 2‘48 3‘11

4 区
（0.8km）

黒羽　柚妃
（近藤クラブ B）

高柿　咲妃
（常陸大宮陸上 D）

タイム 3‘01 3‘28

5 区
（0.8km）

海老根　嘉斗
（南風ドリーム 5）

大森　彩乃
（横堀小女子 C）

タイム ※ 2‘49 3‘17

【中学生男子・女子・一般の部区間賞】（全長 20.2㎞）� （敬称略）
部門

区間等 中学男子Ⅰ 中学男子Ⅱ 女子Ⅰ 女子Ⅱ 一般Ⅰ 一般Ⅱ

1 区
（4.1km）

樫村　将矢
（中郷中駅伝部 A）

大瀧　圭佑
（明峰中野球部 A）

井坂　佳鈴
（金砂郷中学校）

小森　あすか
（山方中混合）

広木　克紀
（世喜体協 A）

猿田　篤
（我流 AC-A）

タイム 13‘32 14‘47 15‘30 ※ 17‘29 15‘07 13‘00

2 区
（1.8km）

和田　尚也
（水府中学校）

伊坂　優良
（明峰中野球部 A）

大熊　美生
（中郷中女子 A）

益子　馨
（山方中混合）

梶　徳
（常陸大宮消防A）

大津　洸輝
（佐竹高等学校）

タイム 6‘15 ※ 6‘40 ※ 7‘00 ※ 7‘41 6‘28 5‘40

3 区
（3.2km）

長柄　陽大
（中郷中駅伝部 A）

青木　隆晟
（明峰中サッカー部）

山形　莉央
（中郷中女子 A）

引田　愛美
（大宮二中合同女子）

沼田　淳一
（世喜体協 A）

根岸　航佑
（我流 AC-A）

タイム ※ 10‘14 11‘46 ※ 11‘56 14‘39 ※ 10‘19 10‘18

4 区
（3.4km）

鈴木　彪雅
（水府中学校）

橋本　頼
（明峰中サッカー部）

安藤　優花
（中郷中女子 A）

菊池　心優
（山方中混合）

今野　雄斗
（常陸大宮消防A）

高島　蒼生
（我流 AC-B）

タイム 11‘00 11‘57 ※ 12‘10 13‘56 11‘23 10‘16

5 区
（3.2km）

鈴木　志竜
（水府中学校）

河野　竜真
（明峰中野球部 A）

長瀬　日向
（中郷中女子 A）

川野辺　あかり
（山方中テニス部 A）

皆川　善孝
（常陸大宮消防A）

吉田　祐樹
（我流 AC-B）

タイム 11‘09 12‘12 12‘39 14‘17 11‘25 10‘09

6 区
（1.7km）

川上　晃生
（水府中学校）

大竹　陸斗
（明峰中野球部 A）

田中　胡々菜
（中郷中女子 A）

渡辺　花恋
（山方中混合）

岡崎　光平
（常陸大宮消防A）

本橋　大河
（佐竹高等学校）

タイム 5‘59 6‘44 7‘10 7‘31 6‘09 5‘56

7 区
（2.8km）

岡部　駿斗
（峰山中学校）

掛札　健太
（明峰中野球部 A）

小川　莉穂
（中郷中女子 A）

青山　和瑚
（御前山中合同 B）

平根　圭将
（常陸大宮消防A）

星野　圭裕
（佐竹高等学校）

タイム 9‘48 10‘55 10‘57 12‘53 ※ 9‘47 9‘38

� ※区間新記録

【小学生の部 高学年 区間賞】（全長 7.2km） （敬称略）
部門

区間等 男子 女子

1 区
（1.6km）

小柴　裕士郎
（園部小）

小室　希葉
（美和ファイターズ）

タイム 5‘37 6‘23

2 区
（1.4km）

野上　晴杜
（山方南小 6 年）

坪井　愛恵里
（山方南小 5・6 年）

タイム ※ 4‘55 5‘38

3 区
（1.4km）

横山　哲大
（山方南小 6 年）

高村　稜花
（山方南小 5・6 年）

タイム 5‘14 5‘40

4 区
（1.4km）

山田　蓮
（旭東小学校 A）

吉川　桃華
（美和ファイターズ）

タイム 5‘17 6‘12

5 区
（1.4km）

石井　昂太朗
（旭東小学校 A）

沢幡　桃圭
（横堀小女子 A）

タイム 5‘01 5‘58

※区間新記録※区間新記録
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